
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福岡市教育員会は、特別支援学校高等部生徒の就職推進のた
め、「夢ふくおかネットワーク」を立ち上げました。 

それに伴い、平成 24 年 12 月 17 日、福岡市発達教育センターに
て「夢ふくおかネットワーク」説明会及びパネルディスカッションを開
催致しました。 

【発行】 
福岡市教育委員会 
発達教育センター 
【発行】 
平成 25 年 2 月 4 日 

左：福岡市教育委員会挨拶

（理事  大西 浩明） 

右：来賓挨拶 

（西南学院大学 教授 

野口 幸弘 様）

あいさつの様子 

受付の様子 

←当日の会場案内や受

付は、特別支援学校

高等部生徒が行いま

した。 

生徒が 1 人ひとり自己

紹介をしました。→ 

←説明会からパネルデ

ィスカッションへの会

場設営も、特別支援

学校高等部生徒が行

いました。 

会場準備の様子

説明会では、福岡市立特別支援学校生徒の卒業
後の進路や、「夢ふくおかネットワーク」についての説
明を行いました。 

「夢ふくおかネットワーク」は、 
 

１、就職意欲の膨らみ（就職希望者数の増加） 
２、生徒の「働く力」の高まり 
３、職場実習受け入れ及び雇用企業の拡がり 

 
の３つを柱としています。 

この３つの柱を実現し、特別支援学校高等部生徒
の就職率を向上できるよう、様々な取り組みを行って
いきます。 

今回、特別支援学校の現状を紹介し、「夢ふくおか
ネットワーク」の必要性、各柱の説明を行いました。ア
ンケートでは「目的、主旨がよく分かった」「現状を知る
ことができてよかった」「夢ふくおかネットワークについ
ての期待が高まった」「様々なヒントを頂いた」などの
感想を頂いています。 

 「夢ふくおかネットワーク」説明会の様子 

当日は 

123 名の方に 

ご参加頂きました。 

一般 

保護者 

（14 名） 

行政・学校 

（38 名） 

社会福祉法人 

NPO 法人 

（23 名） 

企業
（48 名）

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達教育センター所長 笠原嘉治が司会を務め、パネリスト 5 名が登壇し行いました。 
意見発表は、アンケートで「役に立った」との回答が多く、最も反響の大きかったプログラムでした。「様々な立場の方から多く

の意見を聞くことができた」「各々の現状、想いを知ることができた」「企業の立場から雇用するための課題が聞けた」「企業の障
がい者雇用に対する意見と問題点を聞けた」「障がい者を雇用している企業の具体的な話が聞けた事が良かった」などの感想
を頂いています。 

パネルディスカッションの様子 

【説明会及びパネルディスカッション開催にあたり、たくさんのご協力・ご参加、ありがとうございました。】 

説明会及びパネルディスカッション終了後、ご協力をお願いしたアンケートの一部をご紹介致します。 

【企業】 
 
・雇用するまでの進め方、雇用してからの事など、多くの具体的な
事例を知りたい。 

・積極的に障がい者雇用する企業が少ない中で、大切なのは本 
人たちの働きたいという気持ちが伝わる活動だと思う。 

・企業側として成功事例もよく聞きくが、雇用の失敗事例も知りた 
い。 

・企業の立場として、リスクから対応を考える方がわかりやすい場
合もある。できることも大事だが、できない事を知りたい。 

・それぞれの方たちの話をもっと詳しく聞きたかった。…他 
 

【社会福祉法人・NPO 法人】 
 
・とてもいい取り組みであると思うとともに、特別支援学
校だけでなく他にも広げていきたい。 

・「働く」という意味をまず特別支援学校教員全体で共 
有することが必要。 

・保護者の方々が、小学部から家庭内で指導をしていく
ことが重要なのではないか。…他 

【学校関係者】 
 
・「企業ではこういう人材がほしい」という人物像をもう少し具体的 
に聞きたかった。 

・どのようにして生徒に企業で働く力をつけていくのか考えていき
たい。 

・企業からの説明で「指導の負担」に関する話があったが、どうい 
うところで負担が大きいのか知りたい。…他 

 

【保護者】 
 
・ぶつ切りの教育でなく、小、中、高のつながり、教育内
容の向上が望まれると感じた。 

・ネットワークが広がっていくことは、共生社会を築いて
いくことにつながると感じた。 

・我が子のことだけでなく、他の障がい者の方々の事も
考えていきたいと思った。 

・学校・保護者、福祉サービス、行政機関、企業、全て
が連携して、全ての障がい者に働く場所ができてほし
い。…他 

 

意見発表後の協議では、企業の方や、A 型事業所の方、学
校教員、就労移行支援事業所の方からも意見を頂くことがで
き、多くの参加者が熱心に耳を傾けていました。 

アンケートでは、「就労に向けての問題点、希望も見えてき
て、今後、雇用を考える上で大変参考になった」「企業の方の
現状、不安がわかった」「今、企業、福祉、行政で求められてい
ることを出し合える場であった」「教育側と、企業側の意見を聞く
ことで、問題点を理解できた」「企業の意見、関わる先生方の意
見で親の意識も高まった」などの感想を頂いています。 

←パネリスト紹介  

←意見発表 

 

～障がいのある生徒たちの夢（就職）を叶えるためには～ 

【パネルディスカッション テーマ】 

取締役事業部長 
 

九州ブロック統括マネージャー 
 

所長 
 

校長 
 

就職コーディネーター 

【パネリスト】 
・西鉄ウィルアクト株式会社（西日本鉄道(株)特例子会社）
 
・株式会社綜合キャリアオプション 
 
・福岡市障がい者就労支援センター 
 
・福岡市立特別支援学校「博多高等学園」  
 
・福岡市教育委員会 発達教育センター 

● 藤●●浩士●氏
● 

 北沢●智子●氏

黒田●小夜子●氏

● 森●●孝一 
 

野口●汐里 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が雇用される際に、必要だと考える力について 

説明会及びパネルディスカッション終了後、ご協力をお願いしたアンケートでは下記の質問内容での回答もお願いしてい
ました。 

「１（最も必要）」、「２（重要）」を合わせての集計では、回答群間の差は小さかったのですが、「１（最も必要）」のみで集計
した場合、下のグラフのように回答群間で差が見られました。 
 今回のアンケート結果から、 
●企業が働くために必要だと考えられている力を高めていく事業を展開していく必要がある。 
●立場によって考え方の違いが見られるので、回答群間のズレを明らかにし、教育課程に反映させていく必要がある。 
と考えました。 

アンケートのご協力、ありがとうございました。今後の取り組みに活かしていきたいと思います。 

【質問】 
 「生徒が雇用される際に、必要だと考える力について教えてください。チェック欄に『１（最も必要）』もしくは『２（重
要）』もしくは『３（特に必要はない）』をご記入ください。」 

企業（回答者41名） 

職業適性 
（14％） 

その他（2%） 

働く意欲 
（26％） 

基本的 
労働習慣 
（26％） 

心と体の 
健康管理 

（8%） 
対人 

スキル 
（15％） 

日常生活 
管理 
（9%） 

職業適性 
（0％） 

その他 
（6%） 

働く意欲 
（28％） 

基本的 
労働習慣
（24％） 

心と体の 
健康管理 

（6%） 

対人 
スキル 
（12％） 

日常生活 
管理 
（24%） 

社会福祉法人 
NPO 法人（回答者 8 名）

職業適性 
（14％） 

その他 
（5%） 

働く意欲 
（19％） 

基本的 
労働習慣 
（30％） 

心と体の 
健康管理 

（11%） 

対人 
スキル 
（5％） 

日常生活 
管理 
（16%） 

保護者（回答者 13 名） 職業適性 
（0％） 

その他 
（8%） 

働く意欲 
（30％） 

基本的 
労働習慣 
（13％） 

心と体の 
健康管理 

（18%） 

対人 
スキル 
（13％） 

日常生活 
管理 
（18%） 

学校教員（回答者 14 名） 

■職業適性（例：作業能力） 

■基本的労働習慣（例：あいさつ、身だしなみ、報・連・相等） 

■対人スキル（例：話を聞く、感情のコントロール、頼み方等）  

■日常生活管理（例：基本的な生活リズム、金銭感覚管理等） 

■心と体の健康管理（例：食事管理、服薬管理等） 

□働く意欲 

■その他 

１ 最も必要だと考える力



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bizex 株式会社 九州統括支店 アースウェル株式会社 株式会社アルファオメガ 

株式会社 R101 九州地理情報株式会社 （株）調和コーポレーション 

ヒノマル株式会社 有限会社 HR エージェント 有限会社 ランチミッション 

株式会社 愛來 西鉄不動産株式会社 （株）九電ビジネスフロント 

福岡興業（株） 株式会社興楽 医）永寿会 シーサイド病院 

ウイングル博多センター 就労移行支援事業所 十和 社会福祉法人 そよかぜの会 リンゴの唄

NPO 法人 ふくおか福祉とびうめ会 （社福）福岡障害者支援センター 障がい者しごと支援センター 木の実 

特定非営利活動法人 発達障がい者就労支援  

ゆあしっぷ 

障がい者就労継続支援 A 型事業 

一般社団法人 れんこん 

（就労継続支援 A 型事業所） 

向日葵流通ときめき配送センター 

社会福祉法人 風 

就労移行支援事業所 カフェさくら 
就労移行支援（株） 

ウイングル福岡ももちセンター NPO 法人 花の花 

社会福祉法人 福岡市手をつなぐ育成会 

福岡市手をつなぐ育成会保護者会 
スプライフ 五条ペット太宰府店 就労継続支援 A 型

Independence English Be Happy  

ご録頂いた企業様へは、特別支援学校に関する情報の発信、企業間での情報交換の場の提案などを行っていきま

す！！（会費は必要ありません） 

「夢ふくおかネットワーク」
の登録に関するお問い合わ
せは発達教育センターまで。

 
福岡市発達教育センター 
窓口：就職コーディネーター 野口 汐里 

福岡市中央区地行浜 2 丁目 1-6 

TEL 092-845-0015 

FAX 092-845-0025 

E-mail hattatuc.BES@city.fukuoka.lg.jp  

HP   http://www.fuku-c.ed.jp/schoolhp/hattatuc/ 

「夢だより」についての 
ご感想、ご意見などを 

お寄せください。 

《事業内容》 

●総会（年 1 回） ●会報発行（メールにて配信） 

●各種セミナー 

（特別支援学校見学会、雇用企業見学会、講演会など年数回予定） 

※生徒の職場実習（インターシップ）や雇用をお考えの企業様から      

のご相談を受けます。 

【登録企業・事業所】（順不同） 今回、ご登録頂いた46社・事業所のうち、お名前公表許可を頂いたところは下記の通りです。

（平成 25 年 1 月 31 日現在） 

連 携

「夢ふくおかネットワーク」 とは？

教育委員会を中心に
企業、行政、関係機関、学識経者、保護者、
教育関係者、企業団体など

市立特別支援学校高等部生徒の

企業への就職推進を行うネットワークです

・生徒の就職意欲を膨らませる

・生徒の「働く力」を高める

連 携

企業

・職場実習・就職先企業を拡げていく

（ニーズにあった雇用・職場実習に関する情報を提供していく）

支
援支

援

学校

連 携連 携

「夢ふくおかネットワーク」 とは？

教育委員会を中心に
企業、行政、関係機関、学識経者、保護者、
教育関係者、企業団体など

市立特別支援学校高等部生徒の

企業への就職推進を行うネットワークです

・生徒の就職意欲を膨らませる

・生徒の「働く力」を高める

連 携連 携

企業

・職場実習・就職先企業を拡げていく

（ニーズにあった雇用・職場実習に関する情報を提供していく）

支
援支

援

学校


